
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子

選

落
葉
し
て
銀
杏
の
高
さ
残
り
け
り

　
　
　
坂
田
恭
子

小さ

よ夜
時し

ぐ

れ雨
寺
の
甍

い
ら
か

を
浄き

よ

め
た
る

　
　
　
　
鴻
上
澄
子

ハ
ン
ガ
ー
に
タ
オ
ル
干
す
ご
と
干
大
根

　
田
坂
淳
子

帯お
び
と
き解

の
歩
の
裾
さ
ば
き
畏

か
し
こ

ま
る

　
　
　
　
坂
田
宏
子

小
春
日
や
く
っ
き
り
見
え
て
海
の
橋

　
　
野
間
繁
子

静
か
な
る
声
の
集
ま
り
冬
桜

　
　
　
　
　
高
橋
信
子

児
ら
喜
々
と
天
ま
で
上
れ
と
ん
ど
焼

　
　
伊
藤
通
友

古
日
記
暮
し
の
跡
を
振
り
返
る

　
　
　
　
三
谷
福
美

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文

選

安
売
り
の
チ
ラ
シ
が
人
を
引
き
寄
せ
る
　
神
尾
禮
子

こ
の
健
康
妻
の
料
理
に
感
謝
す
る
　
　
　
近
藤
忠
夫

飽ほ
う
し
ょ
く

食
へ
体
重
計
が
だ
だ
を
こ
ね
　
　
　
木
原
恵
美
子

暇
あ
っ
て
も
当
て
に
さ
れ
な
い
で
く
の
ぼ
う
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
河
ヨ
ネ
子

五
七
五
楽
し
み
な
が
ら
年
の
暮
　
　
　
河
渕
カ
ズ
子

八
十
路
坂
ア
キ
レ
ス
腱
は
ま
だ
確
か
　
越
智
と
し
み

反
省
を
し
た
よ
と
後
で
舌
を
出
し
　
　
　
北
村
弥
生

食
欲
が
出
て
来
て
ホ
ッ
ト
す
る
介
護
　
　
栗
原
近
子

　
短

　
歌	

　
　
　
　
　
　
田

坂

　

幸

　
選			

軍
手
よ
り
こ
ぼ
れ
し
柿
は
柿
畑
の
斜
面
を
転
び
谷
ま

で
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
内
祥
子

嵩か
さ

　
き
落
葉
を
燃
し
て
立
つ
煙
暮
れ
ゆ
く
庭
に
年
の

瀬
迫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
利
枝

貸
切
り
の
バ
ス
に
白
菜
・
自じ

ね
ん
じ
ょ

然
薯
を
乗
せ
て
阿
蘇
へ

の
旅
を
返
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田

　
薫

忙
し
な
く
餌
を
探
し
ゐ
る
小
鷺
ら
に
鳥
も
ま
じ
る
朝

の
干
潟
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
木
紀
美
子

紅
葉
散
る
音
は
時
雨
の
心
地
し
て
淋
し
さ
つ
の
る
冬

の
日
暮
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
ツ
タ
子

静
か
な
る
キ
ウ
イ
畑
に
携
帯
の
ラ
ジ
オ
聞
き
つ
つ
息こ

は
剪
定
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
敬
子

百も

ず舌
の
啼
く
声

　
々
と
ひ
び
き
来
て
夕
焼
の
空
さ
び

し
く
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
広
司

亡つ

ま夫
も
娘
も
我
を
マ
ー
サ
と
呼
び
く
れ
し
声
音
顕た

ち

く
る
彼
の
日
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
正
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書

等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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▲外国語指導助手
　マシュー・マケナ
　　　　　　　さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市の皆さま、はじめまして！　マシュー・マケナ
　　　　　　　　　　　　　　　　（Matthew McKenna）と申します。西条市の教育委員会の
　　　　　　　　　　　　　　　　新しい外国語指導助手（ＡＬＴ）の一人です。昨年７月ア
　　　　　　　　　　　　　　　　メリカのニューヨークシティからきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＬＴとして６つの学校で英語を教えています。それに
時々外国での生活と文化について教えています。仕事はだいたい教室でしますが、私にとって
は教室の外での生徒たちとの交流が一番楽しい時間です。なぜかというと、部活をはじめ給食
や昼休みの時などに生徒たちは自由に自分の興味のある話題について私と話せるし、私も日本
についていろいろ聞くことができるからです。
　ニューヨークシティの出身なので、西条市へ来て一番びっくりしたことはこの町のとても美
しい自然の景色です。毎朝仕事に行く時にきれいな山と川を見ながら気持ちよくなります。西
条に着いてからいい経験がいっぱいありましたけど、西条の自然で一番よかったのは10月に石
鎚山を登ったことです。完璧な秋の日に登りましたので紅葉がとてもきれいで山頂から松山や
今治や西条や新居浜や瀬戸内海など遠くまではっきり見えました。その経験は絶対に忘れられ
ません。
　最後に、西条の皆さまへ心から感謝を言いたいと思います。西条での生活にたくさん慣れな
ければいけないことがあったけど、西条市の皆さまは非常にやさしくて、よく助けてくれまし
た。本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いいたします。

西条に慣れること
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